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高齢者の口唇機能を調べるために、多方位口唇閉鎖力測定装置と Visual feedback systemを
用いて方向別口唇閉鎖力の随意的な調節能力についても健常成人の結果と比較・検討した。 
2.方法 
被験者：65 歳以上の健常高齢男性 20 名（平均年齢：69.6±4.2 歳）を本研究被験者とし











れた目標に 5 秒間維持することを指示し、その測定を連続で 3回行い、正確率を算出した。
正確率の算出に際して、目標値から± 8%（一定）の範囲に入った時間の割合を正確率とし

















































判 定 結 果 合格  
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